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LactPren（らくとぷれん） 
～農業体験・環境教育から学ぶ地域連携～ 
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第１章 プロジェクトの概要など 
１．プロジェクトの名称 

LactPren とは、「地域の活性化と環境保全」の

フランス語訳である、L’activation et la Protection 
de l’environement の下線部分(L’act＋Pr＋en) 
を用いた造語である。 

 
２．本プロジェクトの目的 

【実践的活動を通した地域連携】 
京都市伏見区深草地域および京都市北区小野郷 

地域を中心に活動し、学生を主体として、地域の

人々や諸団体と連携・協力しながら、環境整備活  

動や農業体験を通して地域貢献を目指す。 
 
近年の学校教育では、学校・家庭・地域の連携

が重要視されているが、地域との関わりの希薄さ

という点において課題は多い。私たちは、将来教

師として地域と連携することを想定しながら、地

域において農業体験や環境整備活動等の実践的な

活動に取り組み、様々な立場の人々との交流を通

して、学校と地域との連携について考察する。 
小野郷地域においては、米や野菜を育て収穫す

るという生産の過程を学ぶと同時に、地域の方々

と協力して作り育てることの喜びを体感する。深

草地域においては、大岩山の環境整備活動を通し

て地域連携について考察する。 
 
３．代表者および構成員 
・代表者 

川口 智也  社会領域専攻 3 回生 
・構成員 
 弘田 敏基  教育学専攻  4 回生 
植原 莉子  社会領域専攻 4 回生 

高橋 善希  教育学専攻  4 回生 
川島 結衣  教育学専攻  4 回生 
釜本 樹   社会領域専攻 4 回生 
友末 里沙  社会領域専攻 4 回生 
青木 光太郎 社会領域専攻 3 回生 
梅田 ちひろ 社会領域専攻 3 回生 
木本 玲央  社会領域専攻 3 回生 
下西 紀輝  社会領域専攻 3 回生 
中井 諒   社会領域専攻 3 回生 

 大橋 優介  社会領域専攻 3 回生 
４．助言教員 

石川  誠 先生    (社会科学科) 
 
５．その他 
・協力団体 
 元 NPO 法人 京都北山悠悠自然塾 
 NPO 法人 深草ふれあい隊 竹と緑 
 京都市伏見区深草支所 
  

第２章 内容や実施経過など 
１．活動地域についての概要 

(1)京都市北区小野郷 
小野郷は、京都駅からバスで 1 時間程度の距

離でありながら、山間部を流れる清流や美しく

整備された北山杉や季節によって様々な様子を

見せる森林などが生い茂る森林、澄んだ空気と

いう魅力的な環境をもつ地域である。小野郷地

域と大森地域から構成され、農林業については

大森地域で、朝市については小野郷地域で行う。 
現在、小野郷は高齢化や若年層の人口流出、

それに伴う山野の荒廃や休耕地の増加などの問

題を抱えている。平成 30 年 12 月 1 日現在の世

帯数は 115、人口は 211 人(男性 98 人、女性 113
人)で、人口はこの 20 年間でほぼ半減している。

京都市立小野郷小・中学校は平成 19 年より閉

校となり、近隣の小・中学生は約 11km 離れた

京都市立高雄小・中学校(右京区)に通っている。 
活動にご協力いただいている元 NPO 法人京

都・北山悠悠自然塾では、休耕地を活用した農

業体験学習や林業体験学習、朝市での物産販売

などを行い、世代や地域の枠を超えた交流を図
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っている。 
平成 22 年度より LactPren が「e-Project 

@kyokyo」に応募し、農業体験を通して地域の

活性化や地域の人々との関わりについて考える

活動を行ってきた。今年度も小野郷地域で農業

体験や林業体験を通した地域連携に目を向けた

活動を行った。 
 

(2)京都市伏見区深草 
   本学の東に、大岩山(標高 182m)が伏見区と山

科区にまたがり位置する。以前から産業廃棄物

をはじめとする不法投棄が問題となっていたが、

平成 20 年度に伏見区役所深草支所、NPO、大

学生、地域住民等が協力し、廃棄物の回収を行

った。 
   平成 21 年には、深草の大岩山周辺地域を二

度とごみ山に戻さないとの決意から、地域住民

や大学等教育機関、NPO 法人、農協、関係機関

等で「ふかくさ自然環境再生ネットワーク推進

委員会」が設立され、深草トレイルの開設や大

岩山展望所の設置、継続した一斉清掃や竹林整

備等の取り組みを行っており、本プロジェクト

所属の学生数名も、学生委員として参加してい

る。 
 
２．活動内容および実施経過 

今年度（2020 年度）は、新型コロナウイルスの

影響により活動の自粛や縮小をせざるを得なかっ

た。京都市北区小野郷は先述のとおり高齢化が著

しいため学生との農作業は困難であった。NPO 法

人京都・北山悠悠自然塾はすでに NPO を解散し

ているのもあり、小野郷での活動を休止すること

になった。また、毎年出店している藤陵祭が中止

となり、活動する機会が減少してしまった。また、

京都市伏見区大岩山周辺の活動も、新型コロナウ

イルスと天候不順の影響により、実施することが

できなかった。さらに、2 回生以下の会員を確保

することができなかったため今後の活動に不安を

残してしまった。 
今年度の主な活動は、2010 年度から 2020 年度

までの活動を総括し、記念誌の作成に着手したこ

とである。記念誌作成の第一歩を踏み出せたと考

えている。 
  

第３章 結果や成果など 
１．京都市北区小野郷での活動について 
 京都市北区小野郷での活動は先述の通り、新型コ

ロナウイルス等の影響により、活動ができなかった。

来年度以降の活動も目途が立っていない状況である。

したがって、来年度、京都市北区小野郷での活動は

実施しない予定である。 
２．京都市伏見区深草での活動について 
 今年度（2020 年度）は、天候不順により実施でき

なかった。京都教育大学の近隣であるため、地域貢

献としての役割もあると考えている。大岩山周辺の

竹林整備、清掃活動は引き続き継続していきたい。 
 
第４章 まとめと反省、今後の展望など 
 今年度は、新型コロナウイルスの影響等により、

従来行ってきた活動ができなかった。とくにこれま

で活動の主であった京都市北区小野郷での活動が来

年度以降も困難になった。したがって、今後の活動

が不透明な状況であり、来年度をもって Lact Pren
としての活動を終了することも考えている。 
 今後の展望としては、10 年間の活動（2010 年度

～2020 年度）を記念誌としてまとめることを計画、

実行している。今年度、京都市北区小野郷での活動

の記録、感想をまとめることができた。それをもと

にして、来年度、本格的に記念誌の作成に着手した

い。記念誌の様式、予算、作成の役割分担などを計

画的に実行していきたい。また、来年度、e-project
へ応募するかどうか現在検討中である。今後の活動

内容を鑑みて決定したい。 
さらに、今年度は天候不順により、実施できなか

った深草・大岩地域での活動はこれまで通り行うと

同時に他大学や地域住民との連携も深めたい。来年

度は、記念誌の作成と大岩山周辺の竹林整備、清掃

活動を中心に、活動していきたい。 
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＜参考・引用文献＞ 
前年度までの活動については、本学 HP を参照。 
・LactPren 公式 Twitter @LactPren 
・NPO 法人 京都北山悠悠自然塾 HP 

http://web.kyoto-inet.or.jp/people/satomi-
f/index.html 
・NPO 法人 深草ふれあい隊 竹と緑 FB 

https://www.facebook.com/taketomidori/ 
・京都市統計ポータル 住民基本台帳、町別人口 

https://www2.city.kyoto.lg.jp/sogo/toukei/Popula
tion/#chobetu 
・京都市北区役所 HP 「わたしの町北区 小野郷

学区だより」 
http://www.city.kyoto.lg.jp/kita/page/000005612

3.html 
・京都市北区基本計画「自然と調和した住み良い北

山三学区の創造」 
http://www.city.kyoto.lg.jp/kita/page/000009371

8.html 
・京都市伏見区深草支所HP 

http://www.city.kyoto.lg.jp/fushimi/category/150
-2-2-0-0-0-0-0-0-0.html 
・京都市立小野郷小中学校 HP 

http://www.edu.city.kyoto.jp/hp/onogo-s/ 
・北山三村 小野郷 HP 
http://kitayama3.jp/onogo/  
・AQUADINA 京都観光のガイド情報サイト HP 
aquadina.com/kyoto/ 
・【広報資料】大岩クリーンアップ大作戦！！2019～
深草トレイル＆大岩街道周辺地域一斉清掃ウォーク

×防災力～無料・申込不要 
https://www.city.kyoto.lg.jp/fushimi/page/0000259
429.html 
 (最終閲覧：令和 2 年 1 月 6 日) 
 
 
 


